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ご
存
じ
で
す
か
／

。
保
育
マ
マ
制
度

”

一
つ
に
は
、

嬋
く
婦
人
と
そ
の

子
ど
も
た
ち
の
し
あ
わ
せ
を
守
り

あ
わ
せ
て
家
庭
婦
人
に
、
社
会
活

動
へ
の
参
加
の
機
会
を
与
え
る
た

め
「
保
育
マ
マ
制
度
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
知

事
の
認
定
を
受
け
た
婦
人

が
、
自

分
の
家
庭
内
に
、
日
中
働
く
婦
人

の
児
童
（
生
後
六
週
間
以
上
の
乳

幼
児
お
よ
び
小
学
校

二
年
ま
で
の

児
童
）

を
あ
ず
か
り
、
母
親
に
代

っ
て
養
育
す
る
と
い
う
も
の
で
、

母
親
は
安
心
し
て
働
き
、
子
ど
も

は
良
い
環
境
で
家
庭
的
な
ふ
ん
囲

気
の
中
で
円
満
な
社
会
生
活
を
営

む
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
保
育

マ

マ
の
方
で
は
、
家
庭
に
い
て
社
会

活
動
を
し
な

が
ら
い
く
ら
か
の
収

入

を
得
ら
れ
る
と
い
う
、
三
者
共

に
つ
ご
う
よ
い
制
度
で
す
。
ご
希

望
の
方
は
ひ
と
つ
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
ご
参
考
ま
で
に
要
綱
の
一

部
を
記
し
ま
す
。
（
く
わ
し
い
こ

と
は
公
民
館
・
住
民
課
な
ど
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
にい
）

○
ど
ん
な
人
が
保
育
マ
マ
に
な
れ

る
か

婦
人
福
祉
の
向
上
と
児
童
福
祉

事
業
に
理
解

と
関
心
が
あ
り
、
児

童
に
対
し
深

い
愛
情
を
も
つ
、
次

の
各
号
に
該
当
す
る
婦
人
。

１
、
県
内
に
居
住
す
る
こ
と

２
、
原
則
と
し
て
三
〇
才
以
上
六

○
才
以
下
で
あ
る
こ
と

３
、
高
等
学
校
と
同
等
以
上
の
学

歴
を
有
し
、
か
つ
、
児
童
養
育

の
経
験
を
有
す
る
こ
と

４
、
児
童
の
養
育
に
専
念
で
き
る

状
況
に
あ
る
こ

と

５
、
家
庭
生
活
が
健
全
で
あ
る
こ

６
、
本
人
お
よ
び
家
族
が
健
康
で

あ
る
こ
と

○
ど
ん
な
施
設
が
必
要
か

１

、
受
託
児
用
室
と
し
て
使
え
る

部
屋
は
、
一
階
に
あ
り
、
通
風

採
光

が
よ
い
六
畳
以
上
の
面
積

を
有
す
る
こ
と

２
、
受
託
児
の
年
令
に
応
じ

た
食

物
を
衛
生
的
に
与
え
る
こ

と
が

で
き
る
設
廂
を
邨
す
る
こ

と

３
、
受
託
児
の
竿
令
に
応
じ
た
適

当
な
広
さ
の
屋
外
遊
び
場

が
自

宅
内
に
あ
る
こ
と
、
又
は
自
宅

内
に
こ
れ
が
な
い
と
き
は
、
近

く
に
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
も
の

・
が
あ
る
こ
と

４
、
受
託
児
の
遊
び
場
又
は
自
宅

の
近
辺
に
、
危
険
と
思
わ
れ
る

無
が
い
貯
水
池
や
危
険
物
取
扱

所
等
が
な
い
こ
と

５
、
受
託
児
の
遊
び
場
又
は
自
宅

は
、
交
通
の
危
険
の
お
そ
れ
の

な
い
場
所
に
あ
る
こ
と

○
基
本
料
金

児
童
一
人
一
か
月
に
つ
き
次
に

定
め
る
額
の
範
囲
内
で
、
受
託

時
間
、
児
童
の
年
令
、

養
育
の

条
件
等
を
考
え
て
、
保
育
マ
マ

と
委
託
者

が
協
議
し
て
定
め
る

も
の
と
す
る
。

三
才
未
満
　
　
　

七
〇
〇
〇
円

三
才
以
上
就
学
前
六
〇
〇
〇
円

一
、
二
年
児
　
　

三
〇
〇
〇
円

た
だ
し
、
食
費
そ
の
他
保
育
に

必
要

な
経
費
は
含
ま
な
い
。

佐
久
間
さ
ん
（
塚
野
目
）
認
定

塚
野
口

字
堀
込
二
七
番
地
の
佐

久
間

マ
サ
コ
さ
ん
は
先
頃
保
育
マ

マ
の
申
込
み
を
出
し
て
い
た
が
、

八
月
四
日
付
で
認
定
通
知
書
が
ま

い
り
、
児
童
の
委
託
を
始
め
ま
し

た
。
委
託
希
望
の
方
は
直
接
佐
久

間
さ
ん
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

老
人
二
題

（そ の １）

「
頭
を
使
っ
て
気
を
使
う
座
」

「
長
生
き
し
た
か
っ
た
ら
、

頭
は
使
っ
て
も
、
気
を
使
う
な
」

と
い
わ
れ
る
が
、
長
寿
者
を
訪
間

し
て
み

る
と
、
そ
こ
に
共
通
し
た

性
格
傾
向
か
あ
る
こ
と
を
発
見
す

る
。
た
と
え
ば
、
「
物
は
考
え
る

が
、
く
よ
く
よ
し
な
い
」
　「

つ
ま

ら
な
い
こ
と
に
、
気
を
つ
か
わ
な

い
」
な
ど
で

あ
る
。
つ
ま
ら
な
い

気
を
使
え
ば
、
内
臓
が
か
く
ら
ん

さ
れ
て
胃
腸
が
惡
く
な
る
し
、
心

臓
も
血
管
も
血
液
も
悪
く
な
る
。

こ
れ
で
は
健
康
長
寿
は
お
ぼ
つ
か

な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
頭
は
使
え

ば
使
う
ほ
ど
、
身
体
は
し
ゃ
ん
と

す

る
し
、
つ
ま
ら
な
い
気
も
使
わ

な
く
な
る
。
「
頭
を
使
う
」
と
「
気

を
使
う
」

と
は
、
似
て
非
な
る
も

の
だ
。

こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
犬
の
寿
命
は
せ
い
ぜ
い
二
十

年
位
だ
が
、
一
般
に
い
っ
て
、
長

生
き
す
る
の
は
訓
練
し
た
犬
、
つ

ま
り
頭
を
使
っ
た
犬
だ
そ
う
だ
。

「
頭
を
使
う
」
こ
と
が
健
康
長
寿

の
要
件
で
あ
る
こ
と
は
、
人
間
も

犬
猫
も
同
じ
ら
し
い
。
で
は
「
頭

を
使
う
」
老
後
生
活
と
は
ど
ん
な

こ
と
か
、
そ
の
基
本
と
し
て
次
の

こ
と
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

一
、
何
で
も
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
、

と
考
え
る
老
人
で
あ
り
た
い
。

一
、
何
時
で
も
、
よ
り
よ
い
方
法

は
な
い
か
、
と
探
究
す
る
前
向

き
の
老
人
で
あ
り
た
い
。

一
、
広
く
他
の
意
見
に
耳
を
傾
け

そ
の
よ
い
と
こ
ろ
を
学
び
と
る

老
人
で
あ
り
た
い
。

一
、
毎
日
の
仕
事
を
持
ち
、
働
く

こ
と
に
生
き
が
い
を
お
ぼ
え
る

老
人
で

あ
り
た
い
。

一
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
に
気
を
つ

か
わ
ず
、
何
時
も
明
る
く
進
む

老
人
で
あ
り
た
い
。

（
老
壮

の
友

よ
り
）

文
化
財
標
識

第
一
号

（そ の ２ ）

老

後

と

幸

福

感

社
会
保
障
の
進
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
を
廻
っ
て
見
て
、
そ
の

国
々
の
年
金
制
度
の
充
実
ぶ
り
や

老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
の
豪
華

さ
は
、
た
だ
た
だ
羨
ま
し
い
の
一

語
に
つ
き
る
が
、
そ
こ
に
居
住
す

る
老
人
た
ち
の
無
気
力

ざ
は
、
い

っ
た
い
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
と

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
。
管
理
者
に
、

彼
等
の
生
き
が
い
は
何
か
、
ど
ん

な
楽
し
み
を
持
っ
て
い
る
か
、
と

尋
ね
る
と
、

あ
た
え
る
慰
安
の
数

数
を
誇
ら
か
に
あ
げ
は
す
る
が
、

老
人
た
ち
が
自
ら
作
り
出
し
て
い

る
楽
し
み
、
生
き
が
い
に
つ
い
て

は
、
つ
い
に
納
得
の
い
く
説
明
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
精
神
面
の
指

導
は
、
個
人
生
活
へ
の
干
渉
と
で

も
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

あ
る
ホ

ー
ム
で
訪
ね
た
一
老
人

は
、
い
つ
ま
で
も
私
の
手
を
握
っ

て
は
な
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
あ

る
ホ
ー
ム
で
は
、
訪
問
を
受
け
な

い
老
人
た
ち
が
廊
下
ま
で
出
て
来

て
、
い
か
に
も
羨
ま
し
そ
う
に
見

つ
め
て
い
た
。
わ
ざ
わ
ざ
自
分
の

部
屋
に
も
訪
ね
て
ほ
し
い
と
、
誘

い
さ
え
受
け
た
。
私
は
そ
こ
に
、

住
居
と
パ
ン
は
あ
た
え
ら
れ
て
も

話
し
か
け
ら
れ
な
い
老
人
の
淋
し

さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
老
後
の

幸
福
と
は
何
だ
ろ
う
か
１
１
こ
れ

が
、
ど
こ
の
施
設
を
見
て
も
、
モ

れ
が
豪
華
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

始
終
私
の
頭
を
は
な
れ
な
い
思
い

だ
っ
た
。

い
か
に
物
質
面
の
充
足
は
あ
っ

て
も
、
自
ら
生
き
る
よ
ろ
こ
び
を

作
り
出
そ
う
と
す
る
意
欲
、
そ
の

努
力
の
な
い
と
こ
ろ
に
、
幸
福
感

は
生
ま
れ
出
な
い
と
考
え
る
私
は

改
め
て
、
日
本
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

大
き
な
意
義
と
そ
の
必
要
性
を
再

認
識
し

た
の
だ
っ
た
。
み
ん
な
の

力
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
さ
ら

に
さ
ら
に
充
足
さ
せ
よ
う
で
は
な

い
か
。
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ご
苦
労
さ
ま
で
す

マ
ツ
サ
上
ジ
講
習
終
っ
た
婦
人

学
級
次
の
と
お
り
で
す
。

記

（

学

級

名

）
（

実

施

期

日

）
ヽ（

出

席

数

）

山

崎
　
　

九

、
二

見
　

三

〇

名

塚

野

目
　

九

、
二

夜
　

二

四

名

小

坂

地

区

九

、
三

尽
　

四

七

名

川

内
　
　

九

、
五

夜
　

三

八

名

石

母

田
　

九

、
八

見
　

二

七

名

森

山

第

三

九

、
一

〇

夜

三

三

名

な
お
そ
の
後
の
申
し
込
み
で
決
定

未
定
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
八
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日
　
氏
　
　
　

名
　
　

年
令
　
　

住
　
　
　
　

所

８

、２
　

佐
藤
平
三
郎
　
　

五
〇
　
　

森
山
　
西
国
見
四
十
三

６
　

松
浦
　
友
吉
　
　

七
六
　
　

西
大
枝
築
舘
四
十
一

1
9
　東
海
林
忠
次
郎
　

八
五
　
　

藤
田
　
堤
下
十
二

2
9
　赤
間
　

健
一
　
　
　

二
　
　

大
木
戸
高
橋
四

④
　
祝
日
に
囗
の
丸
の
旗
を
か
か
げ
ま
し
よ
う
　
　
　

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
　
　

九
月
二
十
三
日
は
秋
分
の
日
…
…
国
見
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

高 齢 者 名 簿
（
藤

田

方
部
Ｊ

大
和
田
幾
三
〇

斎
藤
政
之

助
8
5
0奥
山

カ
ヤ
8
8
0榊

よ
ち
8
5
　阿
部
は
き
　

斎

藤
源
次
郎
　

八
巻
誠
二

高
橋
正
一
〇

阿
部
喜
平
8
8

阿
部
（

ツ
　
鈴
木

ス
イ

曵
地
ク
ツ
○

徳
江
源
助
8
5

徳
江
ト
ノ
　

渡
辺
せ
ん

古
関
ク
ニ
　
寺
島
重
吉

同
ト
ミ
○
佐
久
間
喜
一
8
5

阿
部
チ
カ
　
後
藤
市
四
郎

○
宍
戸
ま
ん
8
7
　○
仲
田

し
も
9
0
　穐
月
あ
き
　
井

砂
ト
ク
　
稲
村
専
吉
　

最

上
哲
次
郎
　

佐
藤
善
三
郎

斎
藤
ム
メ
　
鈴
木

ス
イ

五
十
嵐
ク
カ
　
○
後
藤
ア

キ
8
5
　菊
地
ツ
キ
　
○
阿

部
（

ク
8
9
　○

斎
藤
う
ら
8
6
　佐

藤
ヱ
ナ
　
○
宍
戸
チ
カ
8
5
　笠
ぽ

か
ん
　

宍
戸
喜
太
郎
　
斎
藤
　

ウ

ン
　
松
浦
弥
市
　
佐
々
木
力
才

松
浦
マ
ツ
　
佐
藤
ト
ヨ
　
斎
藤

ジ

ホ
　
○
村
上
ヒ
ロ
8
7
　高
橋
カ
ン

ハ
島
キ
ツ
Ｏ

高
橋
喜
蔵
8
7
　罔

キ

ヨ
　
吉
田
サ
ダ
　
千
葉
源
三
郎

同
ツ
ル
　
○

八
島
林
次
郎
8
5
　○

八
島
キ
チ
8
5
　○
浅
野
（

ル
8
7

（
小
坂
方
部

）

渡
辺
チ

ヨ
　
佐
藤
忠
一
　
吾
妻
フ

デ
　
玉
木
留
二
　
一
条
善
四
郎

熊
坂
彦
市
　

古
内
ク
ラ
　
吾
妻
ク

ニ
　
佐
藤
テ
ル
　
○
佐
藤

サ
ツ
8
7

佐
藤
ミ
ヨ
シ
　
安
藤
フ
サ
　
佐
藤

マ
サ
　
Ｏ

佐
藤
兵
助
引
　

渡
辺
亀

吉
　
○
阿
部
イ
チ
9
0
　○
贔
肩
忠

次
郎
9
0
　遠
藤
ウ
ツ
　
○
後
藤
ミ

ヨ
8
8
　遠
藤
テ
ツ
　

鴨
田
清
七

同
ク
ェ
　
赤
坂
善
次
郎
　

鴨
田
惣

太
郎
　
熊
坂
善
兵
衛
　
菅
野
広
三

郎
　
笹
木
リ
サ
　
○

安
藤
庄
吉
8
5

（

森

江
野

方
部

）

Ｃ
心
津
ユ
ン
脱
　

佶
ク
限
ユ
キ

宍
戸

エ
ン
　
谷
口
亀
之
助
　
○
佐

藤
ナ
カ
8
9
　武
田
キ
ミ
　
佐
藤
富

作
　
広
居
栄
之
助
　
○
佐
藤
チ
ウ
8
6

吉
川
伊
勢
次
郎
　
同

キ
ョ

ハ
巻
（

ツ
イ
　

斎
藤
藤
助
　
八
巻

キ
ソ
　

佐
藤
セ
ン
　
同
サ
ク
　
ハ

巻
キ
ョ
　
○

浚
藤
（

ル
8
6
　佐
野

ト
モ
　
後
藤
カ
ネ
　
大
波
ツ
ル

○
大
波

ヱ
キ
8
6
　実
沢
勘
吉
　
後

藤
ヨ
ネ
　
実
沢

ス
イ
　
○
徳
江
ト

ミ
8
9
　蓬
田

セ
ン
　
菊
地
サ
ン

○

佐
藤
ク
キ
8
7

（
大

木

戸
方

部

）

岡
田
忠
次
郎
○
谷
津
キ
ク
8
5
　阿

部
勇
之
丞
　
同
（

ツ
　

斎
藤
サ
ワ

渋
谷
定
吉
　
○

遠
藤
ナ
チ
8
6
　松

浦
ト
ク
　
○
佐
藤
セ
キ
8
5
　高
村

サ
ト
　
ハ
島

シ
‘フ
　
阿
部
長
治

同
長
政
　
同
イ
ト
　

同
ノ
グ
　
○

阿
部
庄
平
8
5
　松
浦
金
助
　
○
忍

コ
ク
9
2
　村
上
や
う
　
菊
地
慶
治

郎
　

児
島

ゴ
　
吉
田
サ
ン

（
大
枝

方

部
）

ふ
林
キ
ク
ヨ
　
○
鈴
木
ツ
マ
8
5
0

松
浦
テ

ル
ヨ
9
1
　○
鈴
木

ジ
ン
9
3

瀬
戸
セ
ツ
　
井
砂
周
蔵
　
○

佐
藤
弥
太
郎
8
5
　○
同
ア
キ
8
5

同
カ
メ
　
○
後
藤
せ
つ
8
9
　岩
城

サ
ト
　

鈴
木
清
吉
　
同
キ
ク
　
同

留
右
工
門
　

同
サ
キ
　
○
佐
久
間

サ
イ
8
9
　鈴
木
文
七

〇
印
ハ
ト｛
に
五
才
以
上

空
か
ら
見
た
わ
れ
ら
の
母
校
　

㈹

く
に
み



（
明
治
学
級

だ
よ
り
）

町
発
展
の

Ｉ
翼
に
な
う

三
工
場
を
見
学

わ
が
明
治
学
級
で
は
、
去
る
八

月
二
十
八
日
、
藤
田
駅
周
辺
に
あ

る
三
つ
の
工
場
を
見
学
し
た
。

午
後
一
時
観
月
台
公
園
に
集
合

し
て
か
ら
み

ん
な
そ
ろ
っ
て
出
か

け
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
も
の
す

ご
い
夕
立
に
出
足
を
乱
さ
れ
、
直

接
第
一
見
学
場
所
で
あ
る
国
見
宣

子
工
場
に
向
っ
た
。
定
刻
一
時
半

に
は
ほ
と
ん
ど
全
員
（
一
〇
〇
名
）

出
席
、
い
つ
も
な
が
ら
り
っ
ぱ
な

出
席
ぶ
り
否
学
習
ぶ
り
に
感
心
さ

せ
ら
れ
た
。

二
十
年
間
に
わ
た
り
町
民
に
覬

し
ま
れ
て
き
た
公
立
病
院
の
建
物

も
今
は
す
っ
か
り
改
造
さ
れ
、
見

ち

が
え
る
よ
う
に
明
る
く
、
り
っ

ぱ
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
工
作

機
械
が
並
び
、
広
い
食
堂
に
は
白

し

ょ
う
ぞ
く
の
女
子
従
業
員
百
名

ば
か
り
九
月
一
日
の
操
業
開
始
に

そ
な
え
て
最
後
の
訓
練
中
で
あ
っ

た
。つ

づ
い
て
踏
切
を
わ
た
り
、
元

た
ば
こ
収
納
所
跡
に
誘
致
さ
れ
て

い
る
石
原
麻
袋
工
場
見
学
、
山
と

積
ま
れ
た
麻
袋
を
前
に
高
野
工
場

長
や
石
原
社
長
の
説
明
を
き
い
て

今
更
な
が
ら
麻
袋
の
役
割
の
重
要

さ
に
驚
い
た
。

最
後
は
誘
致
条
例
摘
用
第
一
号

の
睦
商
会
の
縫
製
工
場
だ
。
い
っ

ぺ
ん
に
五
百
着
も
で
ぎ
る
裁
断
機

や
四
〇
秒
に
一
着
づ
つ
仕
上
が
る

流
れ
作
業
に

Ｉ
同
驚
ろ
き
の
連
続

で
あ
る
。
現
在
は
郵
政
省
関
係
の

仕
事
を
し
て
い
る
が
普
通
は
輸
出

向
け
ジ
ャ
ン

パ
ー
を
縫
っ
て
い
る

そ
う
で
あ
る
。

各
工
場
三
十
分
の
持
ち
時
間
は

た
ち
ま
ち
切
れ
て
、
三
時
か
ら
青

年
研

修
所
で
社
長
さ
ん
方
を
囲
ん

で
わ
が
町
の
工
業
に
つ
い
て
座
談

会
を
し
、
尚

い
つ
も
の
よ
う
に
次

回
の
計
画
を
打
合
せ
、
午
後
四
時

半
解
散
し
た
。

今
月
二
十
九
日
（
月
）
に
は

バ

ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
社
会
見
学

を
す
る
予
定
「
名
づ
け
て
青
空
教

室
」
と
へ
・
う
。
　
（
要
項
参
照
）

（

婦
人

学
級

だ
よ

り
）

敬
老
の
日
に
そ
な
え
て

マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習

国
見
町
公
民
館
で
は
婦
人
会
と

共
催
し
て
八
月
二
十
七
日
中
央
婦

人
学
級
を
開
き
、
「
更
年
期
障
害
」

に
つ
い
て
副
院
長
の
渡
辺
宏
先
生

の
講
義
を
お
き
き
し
、
県
婦
連
編

の
「
健
康
手
帳
の
使
い
方
」
に
つ

い
て
関
場
総
婦
長
先
生
の
お
話
を

お
き
き
し
た
。
時
回
の
院
長
先
生

の
「
農
婦
症
」
の
お
話
と
合
せ
て

二

圓
自

分

た

ち

の
健

康

管

稈

の
勉

強

を

し

た
の

で

九

月

は
「

と

し

よ
り

へ
の

サ

ー

ビ

ス
」
　
の

た
め

「

簡
単

な
家

庭

マ
ッ

サ

ー
ジ

」
．を

練
習

す

る
こ

と
に

な

っ

た

お

金

が

か
か

ら

ず

い

つ
で

も

、

ど
こ

で

も

、

そ
の

気

さ

え

あ
れ

ば

誰
で
も
で
き
る
敬
老
の
実
践
案
、

し
か
も
こ
れ
を
且
那
さ
ん
に
応
用

す
れ
ば
夫
婦
円
満
の
い
と
ぐ
ち
と

も
な
る
と
い
う
、
一
挙
両
得
否
三

得
の
妙
法
。
手
続
き
も
次
の
よ
う

に
至

っ
て
簡
単
な
の
で
、
わ
が
町

の
各
部
落
に
は
い
ま
一
斉
に
「

ぢ

い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
と
う

ち
ゃ
ん
の
肩
も
み
運
動
」
が
行
わ

れ
て
い
る
。

記
○
申
込
み
の

方
法

二
〇
～
三

○
人
の
グ

ル

ー
プ
を

つ
く
り
、

希
望
の
日

時
と
場
所

を
そ
え
て

公
民
館
に

申
込
め
ば

公
民
館
で

は
講
師
を

差
し
向
け

て
く
れ
る

修
学
旅
行
（
第
一
回
）
お
知
ら
せ

④
期
日

④
行
程

九

月

二
十

九

日

（
月
）

藤

田

車
庫

前

ふ
福

島
↓

高
湯
↓

ス
カ
イ

ーフ
イ

ン
↓

わ
し

倉

（
星

食
）
↓

上

湯

↓

荒
井

種
畜

場
↓

自

衛

隊

↓

福

島
↓

藤
田

④
集
合
　
午
前
八
時
車
庫
前

（
ｌ
）解
散
　

午
後
五
時
同
所

④
会
費

一
〇

〇
〇

円
　

バ
ス
代

休

憩
席

料

、
入

湯
料

、
汁

代

④
準
催
　

暴
食
、
入
浴
用
具

（
ｔ
）
申
込

み
　

会

費

を
そ

え

て
九

月

十
六
日
ま
で
方
部
推
進
員

に
中
込
む
こ
と
、
方
部
推

進
員
は
九
月
十
九
日
ま
で

に
事
務
局
に
届
け
る
こ
と

（
ｔ
）
定
員
　

バ
ス

ー
台

（
五

十
人

）

に
な
つ
た
ら
／
切
り
、
残

り
は
第

二
回
（
十
月
六
日
）

に
実
施
す
る
。

回
天
暎
の
つ
ご
う
で
コ
ー
ス
を
変

更
す
る
こ
と
あ
り
。

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
案
内

一
、
第
十
五
回
町
民
体
育
大
会

特
に
公
立
藤
田
綜
合
病
院
完
成

を
記
念
し
て
盛
大
に
行
う

○
時
～
十
月
十
日
（
体
育
の
日
）

○
所
～
藤
田
小
学
校

○
資
校
～
一
般
町
民
（
学
生
児

童
生
徒
を
除
く
）

○
申
込
み
／
切
り
～
十
月
四
日

二
、
野
球
大
会

○
時
～
九
月
二
十
一
日
（
日
）

○
所
～
県
北
中
・
小
坂
小
校
庭

○
チ

ー
ム
～
十
五
才
以

上
の
町

民
で
、
同
一
の
方
部
ま
た
は

職
場
・
団
体
で
編
成
す
る
　

○
″Ｅ
切
り
～

九
月
十
六
日

三
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

○
時
～
十
月
十
九
日
（
日
）
　

○
所
～
県
北
中
・
藤
田
・
小
坂

○
チ
ー
ム
～
十
五
才
以
上
の
町

民
（
学
生
・
生
徒
を
除
く
）

で
同
一
方
部
・
職
場
・
団
体

で
編
成
す
る

○
／
切
り
～
十
月
十
五
日

Ｏ
謝
礼

講
師
の
謝
礼
は
公
民
舘
で
持
つ

○

送
り
迎
え

地
元
で
受
持
つ
（
自
家
用
車
で

よ
い
）

○
講
師

大
槻
喜
三
郎
殿
（
大
字
山
崎
宇

太
子
堂
＝
観
月
台
公
園
入
口
）

○
申
込
み
先

国
見
町
公
民
館
主
事

鈴
木
　
美
一

電
話公

民
館
　
公
社
　
　
　

九
番

有
線
四
一
七
一
番

私
宅
　
　

公
社
六
〇
八
五
番

有
線
三
八
七
七
番

（

壮
年

学

級
だ

よ
り

）

新
都
市
計
画
法
に
つ
い
て

九
月
二
十
八
日
に
学
習

わ
が
壮
年
学
級
で
は
、
八
月
二

十
六
日
午
後
一
時
よ
り
公
立
病
院

で
学
習
会
を
開
き
、
本
宿
院
長
先

生
か
ら
成
人
病
と
そ
の
対
策
に
つ

い
て

指

導
を

受
け

た

。
健

康

に
は

自
信

を
も

っ

て
い

る
わ

れ

わ
れ

で

は

あ

る

が

す

で

に
初

老

も

過

ぎ
心

身

共

に

老
化

現

象

が
目

立

ち

初

め

た
現

在

講

師
先

生

の

話

上
手

も
加

え

て
、

集

ま

っ

た
八

十
余

人
い

ず

れ

も

し

ん
け

ん

に

き
き

入

っ
て

’

い

た

。
九
月
は
農
繁
期
だ
か
ら
休
も
う

と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
わ
が
町

に
と
っ
て
将
来
の
運
命
を
左
右
す

る
大
問
題
を
含
む
か
と
思
わ
れ
る

‐１
新
都
市
計
画
法
」
に
つ
い
て
の

研
究
は
一
日

の
引
延

ば
し

も
許
せ
な
い

と
い
う
強
い

意
見
が
勝
ち

を
制
し
、
別

項
の
よ
う
に

と
り
急
ぎ
研

究

会
を
開
く

こ
と
に
な
っ

た
。学

級
生
諸

氏
に
出
席
を

希
望
す
る
。

（
当

番

小

坂

方

部
）

壮
年
学
級
の
お
知
ら
せ

「

Ｊ
」

時

日

「

１ １１
」
場

所

回

課

題

回

講

師

九
月

二
十

八
日

べ
日

）

午

後
一

時
半

よ

り
（

時

間
厳

守

）

国

見
町

役

場

新

都

市
計

画
法

に

つ

い
て

国
見
町
長
関
口
道
孝
殿

総
務
課
長
遠
藤
金
六
殿

企
画
係
長
赤
坂
正
勝
殿

「

１ １１

」

広

報

こ
の
記
事
を
も
っ
て

お
知
ら
せ
と
し
、
従
来

の
よ
う
な
推
進
員
よ
り

の
呼
び
か
け
は
し
な
い

従
っ
て
仲
間
同
志
の
誘

い
合
い
を
強
化
さ
れ
た

い
。

園 芸 愛 好 会 だ よ り
○
八
月
二
十
四
日
（
日
）

午
後
一
時
半
よ
り
四
時

半
ま
で

青
年
研
修
所
で

講
習
会

を
開
く
。
講
師

福
島
市

菅
野
正
蔵
氏
、

盆
栽
の
樞
替
に
つ
い
て

出
席
八
十
余
名
。

○
こ
の
講
習
会
に
お
け
る

講
義
解
説
お
よ
び
質
問

に
対
す

る
解
答
等
を
記

載
し
た
会
報
第
一
号
を

発
行
、
会
員
に
無
償
配

布
、
残
部
若
干

あ
り
、

希
望
者
は
公
民
館
鈴
木

主
事
宛
に
申
込
ま
れ

」

い
。
品
切
れ
の
節
は

七

許
し
乞
う
。

○
九
月
十
四
日
（
日
）
午

後
一
時
半
よ
り
第
二
回

購
習
会
、
盆
栽
の
整
形

（
針
金
か
け
）
に
つ
い
て
、
会

場
＝
青
年
研
修
所
、
講
師
＝
菅

野
正
蔵
氏
、
準
備
＝
実
習
用
盆

栽
一
つ
と
ペ
ン
チ
と
木

バ
サ
ミ

持
参
、
針
金
は
本
会
で
準
備
し

実
費
で
分
護
す
る
。
盆
栽
欲
し

い
方
に
は
格
安
に
あ
っ
せ
ん
す

る
。

○
入
会
希
望
者
は
、
入
会
金
百
円

四
十
四
年
度
分
会
費
三
百
円

を

添
え
、
役
員
を
通
し
て
申
込
む

こ
と
。
い
つ
で
も
受
付
け
る
。

カ
メ
ラ
研
究
会
を
つ
く
ろ
う

…
…
準
備
会
へ
の
か
知
ら
せ
…
…

わ
が
国
見
町
内
に
は
可
な
り
た

く
さ
ん
の
カ
メ
ーフ
愛
好
者
が
居
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
の
研
究
に

努
め
、
相
当
の
う
で
ま
え
に
達
し

て
居
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ら

の
方
方
が
更
に
手
を
つ
な
ぎ
、
心

を
協
せ
て
研
究
を
重
ね
、
技
能
の

錬
磨
に
努
め
る
な
ら
ば
、
も
っ
と

も
っ
と
上
達
す
る
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
、
殊
に
初
心
者
に
と
っ

て
は
こ
の
う
え
な
い
幸
と
思
わ
れ

ま
す
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
を
ね
ら
っ
て
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
る
話
し

台
い
を
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。
現

に
カ
メ
し
フ

に
趣
味
を
も
っ
て
や
っ
て
い
る
ア

マ
チ
ュ

ア
カ
メ
ラ
マ
ン
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
始
め
て
み
よ
う
か

と
考
え
て
い
る
方
で
も
結
構
で
す

ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
他

人

の
つ
く

っ
た
も
の
に
入
る
よ
り
は

自
分
た
ち
で
つ
く
る
方

が
た
の
し

い
も
の
で
す
。
さ
あ
、
み
ん
な
で

大
い
に
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
。

記

回
期
日
　

十
月
五
日
（
日
）
午
前

九
時
半
よ
り

回
場
所
　
国
見
町
公
民
館

回
協
議
事
項

①
　
写
真
技
術
の
研
究
会
を
結

成
す
る
こ
と
に
つ
い
て

②
　

組
織
・
目
的
並
に
事
業
等

会

の
性
格
の
決
定

③
　
結
成
準
備
委
員

と
か
会
則

起
草
委
員

の
選
出

④
　
発
会
ま
で
の
だ
ん
ど
り
に

つ
い
て

写
真
は

第
一
圓
（
八
月
二
十
四
日
）
講
習

○
第
三
回
講
習
会

時所題師

十
月
五
日
（
日
）
午
後

一
時
半

青
年
研
修
所

菊
作
り
の
ひ
け
つ
と
秋

ま
き
球
根
草
花
作
り
の

実
際

須
藤
嘉
吉
先
生
（
元
福

島
大
学
教
授

米
菊
作
り

の
名
人
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（

八
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

出
生
日
　
氏
　
　
　

名
　
鶻
の
名
と
続
柄
　
住
　
所

７

、
2
3
　松
浦
　

辛
子
　
　

次
男
の
長
女
　
大
木
戸
西
原
三
十
四

″
2
4
　
佐
藤
　

直
美
　
　

敏
夫
の
二
女
　
小
坂
　
木
｛
｀
丁
三
十
八

々
3
1
　
山
内
　
克
之
　
　

祐
　
の
長
男
　
藤
田

藤
田
一

、
十
の
三

８
、
６
　

八
巻
　
正
子
　
　

孝
　
の
長
女
　
徳
江
　
沼
田
四

夕

７
　

菊
地
　
　

守
　
　

春
雄
の
長
男
　
石
母
田
山
口
四

々

月
　

佐
野
　
悦
子
　
　

周
八
の
長
女
　
塚
野
目
南
寺
田
八

″

口
　
松
浦
　
淳
一
　
　

稔
　
の
長
男
　
西
大
枝
王
壇
二
十
二

々
1
2
　
安
藤
　
美
和
　
　

庄
一
の
長
女
　
内
谷
　

西
堂
十
四

④
　
ス

ポ

ー

ツ

の

秋

う・
　
　

読

蚩
Ｅ
の

秋

み・
　
　

学

習

の

秋

ぶ
・
　
　
　（
部
落
長
さ
ん
組
長
さ
ん
へ
館
報
が
届
い
た
ら
す
ぐ
配
っ
て
く
だ
さ
い
…
…
）
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